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【要旨】 

 

特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児童生徒の割合は、近年増加しており、

特別支援学校（視覚障害）では、重複障害幼児児童生徒への対応の比重が増していると

言える。 
 ここで、視覚障害教育における指導の中で重要な事項として、保有する視覚の活用を

図ることや、視覚が使用できない場合や十分には使用できない場合において視覚以外の

触覚等を活用することが大切である。このことは、単一障害の視覚障害幼児児童生徒の

場合もそうであるが、視覚障害を伴う重複障害幼児児童生徒の場合も同じである。 
 また、そのためには、視覚や触覚の活用状況についての十分な実態把握も必要である。 

 本研究では、こうした視点に立ち、特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児

童生徒の指導における、視覚活用や触覚活用に関する実態把握の方法や、指導内容、指

導方法等について、特別支援学校（視覚障害）を対象として実施した全国実態調査の結

果、同校在籍の重複障害幼児児童生徒の指導事例の提示等に基づいて示した。 
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【 】 

 

 特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児童生徒の割合は、近年増加しており、

特別支援学校（視覚障害）では、重複障害幼児児童生徒への対応の比重が増していると

言える。 
 ここで、視覚障害教育における指導の中で重要な事項として、保有する視覚の活用を

図ることや、視覚が使用できない場合や十分には使用できない場合において視覚以外の

触覚等を活用することが大切である。このことは単一障害の視覚障害幼児児童生徒の場

合もそうであるが、視覚障害を伴う重複障害幼児児童生徒の場合も同じである。同幼児

児童生徒が 有する 障害や 等への対応とともに、この うな視覚障害

への対応が大切である。 
また、視覚活用や触覚活用を図るためには、 の幼児児童生徒における視覚や触覚

の活用の状況に関して、十分な実態把握が必要である。 
 以 のことを まえ、本研究では、視覚障害を伴う重複障害の幼児児童生徒の特別支

援学校（視覚障害）における指導 の を全国調査等に り把握した で、こ まで

の関 する や事例の 等に て、 の うな視覚障害への対応という 点

の 切な指導内容や指導方法等を示すことを とした。 

 

【 】 

 

 

 29 年 には、全国の特別支援学校（視覚障害）を対象として、視覚や触覚活

用に関する実態把握に 点を てた全国調査を実施し、実態把握に関する を

する。また、 別の指導 にも 点を てて、その 方法と 活用 の

等を にする。 
 

30 年 には、全国調査の結果を まえて、研究 関である特別支援学校

（視覚障害）の の 、視覚活用や触覚活用に関する指導事例を する。 に、

特 の活 の中で、視覚活用や触覚活用について実態把握をしてい ための 点を

する。 
 

【 】 

 

 

（ ）調査の と方法 
本調査では、特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児童生徒の全国 な状況
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について、幼児児童生徒の実態（ つ障害の状況、視 の状況等）と に、特に、

幼児児童生徒についての実態把握に関する状況と 、 別の指導 の 方法と

活用 の を にすることを とした。 

 調査の方法としては、特別支援学校（視覚障害）67 校に対して に る 調

査を実施した。幼 、 学 、中学 、 等 本 について、そ 重複障

害学 に在籍する幼児児童生徒を調査対象とした。調査 は、 29 年 11
30 年 1 までであ た。 

（ ）結果 

 

 64 校 を た（  95.5 ）。 

幼児児童生徒の実態について 
  幼児児童生徒が 有する障害の割合では、視覚障害の に 障害を 有する割

合が 63.2%と も 、 いで 障害と を 有する割合が 23.4%と い

た。視覚障害の に 有する障害で、障害の 合 に ない割合では、 障

害 （96.2%）、 （29.3%）、 （15.9%）の割合が た。 
視 の状況については、視 の割合が 30.6%、 以 の割合（ 、 覚 、

視 の割合の合 ）は 54.5%であ た。こうした幼児児童生徒に対しては、とり

け、触覚の活用が重要になると え る。 
 実態把握における  
  実態把握の や 査 の で と えていることの割合は 重複障害幼児

児童生徒のための 切な 査方法がない （54.2%）や、 実態把握に関する 切な

や 等がない（44.1%）、実態把握に関する十分な研 の がない（42.4%）

が た。 
実態把握の内容 では、視覚、触覚、 覚の活用という の 覚に関する （そ

、55.7%、52.5%、49.2%）、 指の 、言 、 、

という の （そ 、44.3%、47.5%、47.5%、63.9%）が、おしな

て しいとする割合が た。 
 別の指導 に関する  
  別の指導 の と活用に関する としては、 年 で な年 指導

を立てること（48.4%）、 で な学 の指導 を立てること（50.0%）、

な を立てること （53.2%）という に関 る項 について、全て

しいと える割合が た。 
 

 

  全国調査の結果を まえ、視覚活用や触覚活用に関する指導事例を した。 し

た事例は、特別支援学校（視覚障害）の幼 、 学 、中学 に在籍する幼児児童生
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徒 の指導事例であ た。ここでは、そのうち 事例を り て、 や教 の

とい た特 の活 の中での視覚活用や触覚活用を した例について る。 
（ ）幼 視幼児の事例 
  本幼児は、 内障で の幼児である。 内障については を けてお

り、 のため を使用している。 視 は、 視 に る視 に り、

で 0.1 0.2（年 4 ）である。 
  について、 の 、 での は であると え るが、

ま を う 子は ていない。また、 指に る の に関して、

な 指の に があ た。本事例は、こ の実態を まえ、単 に けた指

導や 指の の を す教 を用いた指導において、視覚の活用が図 た事例

である。 

  単 に けた指導の中では、 の 教 とつない つな での におい

て、 中に特 の場 を つけて、その方 に 、その場 の特 の （ の

、 すり等）を て を す等のことが る うにな た。 
  指の の を す教 を用いた指導においては、教 の一 を て を す、

そ が に する や、 に ちる に 視することが た。また、教 の き

がいつもと な ていることに て づいて、 の きに すことも ている。 
 

（ ） 学 児童の事例 

  本児童は であり、 とも を 用している。また、 の

が る。 

 触覚の活用に関しては、 の分 や、 の や内 を する 指の き、 の

別等に があ た。 の や内 を する 指の きについては、 の や

内 をと と に触ることで ており、 等について、切 な 全 を触ること

が な た。 
こ の実態を まえて、図 の うに の し教 を用いた指導

に て、触覚の活用が図 た事例である。 

  この指導の中で、 の や内 を する 指の きについては、教 の で

の を る 指の きが、と と ではな

してた る きにな た。この 指の

きで教 の を まで触ることも

る うにな た。また、 に を

て して の大き を めたり、

指を て大き を めるために指を

る きも る うにな た。 
 ー  

カチカチ
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事例 では、 や教 の とい た特 の活 の中での視覚活用を り

、視覚や触覚を用いた として の うな が た について た。 

ここで、視覚を用いた のことを、一 に、視 （visual behavior）と言うが、

Hall & Bailey（1989）では、視 を に示す つに分 している。 

この の視 の分 は、特 の活 の中で た の視 について、

り分 に して、把握することを にするものと え る。 ち、 の視

が、 の にあたる を ることで、そ を して把握することができる。 
また、視覚活用の状況に関して、 を う の 点として用いることもできる

と え る。 ち、 において、 の にあたる視 が る を

てい ことで、 り た 結果を ることができる。 
 

表   

  

視覚 に を

ける  

視覚 に に を ける（ る）ことに関 る視 で、

を 視する、 ものを 視する、視 を する、 を つ

ける等 

視覚 に調 る

 

視覚 に を調 る（ て 、 別等を う）ことに関 る

視 で、 や の 、 等が である 視覚 に調 る、調

てそ と分 る等 

視覚 に

た  

視覚を用いて を することに関 る視 で、

を て を す、視覚を用いて する、 を する等 

  

触覚活用についても、Smith and Levack（1996）では、触覚を実 の場 で の う

に使用する という な 点 、触覚が関 する の分 として、 す （

に、あるいは 図 に で を す。）、 調 る （ のうえで を して触

覚 な特 についての を る。）、 する （ を 図 に すこと。）等の分

が示 ている。 
視覚の場合と同 、この触覚が関 する の分 は、特 の活 の中での触覚活用

の状況について、 り分 に して、把握することを にするものと え る。

また、触覚活用の状況に関して、 を う の 点として用いることもできると

え る。 

 

 

 

 



− 7−

 

 
 

【 】 

 

  全国実態調査の結果 、特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児童生徒に

関する実態把握が しいと え ている割合が 、同幼児児童生徒に関して指導

の が しいと え ている割合も いことが分 た。 

本研究では、視覚障害を伴う重複障害幼児児童生徒について、教 を用いた や、

、 等、特 の活 の中で視覚活用や触覚活用を した指導事例を示した。特

の活 の中で視覚活用や触覚活用に関する実態を に把握して、そ の活用を す

ことが重要であると え る。なお、本研究では、特 の活 の中で視覚活用や触覚

活用についての実態把握を うための 点も示した。本研究では た 例の指導事

例を示すにと ま ているが、ここで示した 点は、視覚や触覚の活用状況を して

把握する や、 の にも になり るものであると え る。この うな

実態把握が、 で な指導 の や、その のための 切な指導

内容 指導方法の にもつながるものと える。 
なお、全国実態調査の結果 は、特別支援学校（視覚障害）では、重複障害幼児児

童生徒への対応として、 障害や への対応が必要なことが いことが分

る。本研究では、 障害、 等への対応を まえて視覚活用や触覚活用を

した指導事例を り ている。例え 、触覚活用についても、全 であ 触覚の活

用が に図 るということではない。 の事例を めて、研究 果 で

ている うに、触ることへの 、 指の の 、 指の調 のな （ な

の ）等、そ の幼児児童生徒の状況を まえなけ な ない。また、

や 言 の や の状況等を まえ、その幼児児童生徒に る言 けや

実 の提示、 な の に る学 等が必要である。 

 

【 】 

特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児童生徒の実態について全国 な状況

を ることができる。 

同幼児児童生徒の指導に関して、視覚活用や触覚活用に関する実態把握の方法、指導

内容、指導方法を、事例に る 例も めて示しており、指導の として活用でき

る。 

視覚障害を伴う重複障害幼児児童生徒は特別支援学校（視覚障害）以外の障害 の特

別支援学校にも在籍しており、そこでも指導の として活用できる。 

 
 




